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をのがれて生存を續けてゆかねばならぬから，各種夫々好適の環境を選んで網 
を張ること、なるのである。 


ナカムラオニグモの分布線 

植 村 利 夫 

(東京市？1野川區西ヶ原町 3 10 ) 

北は樺太 • 千鳥の寒地より南臺灣 • 南洋の熱地にまで跨る日本帝國の領土內 
には，他の動物又は植物の場合と同揲，多種多樑な蜘蛛の種類が樓息し，其© 
分布狀態も複雜多岐を極めて居る0私は幸に過夫數年間日本各地の蜘蛛を硏究 
する機會に惠まれたのであるが，其の問常にこの豐富な蜘蛛のハウナ 中， 所謂 
北方系の寒地性分子と南方系の暖地性分子とが如何なる具合に交錯分布して居 
るかに就いて，格別の注意を拂つて來た。而して其の結果兩者共其の分布狀態 
が氣溫に最も深い關係を有して居る事を知るに至つた0本篇では其の中特にナ 
カムラオニグモの分布南限線と氣溫との關係に就いて，所見の槪要を記述して 
みたいと思ふ。 

ナカムラオ=グモ （ Jrcme 财 cornutxxs ) は國內では樺太•千島*北海道•本 
州 • 朝»,國外では滿洲 • 北支那 • 歐洲及び北米等に分布するもので，何れも 
北半球の寒帶から暖帶にかけて棲息する事明らかなる種類である。而して本州 
では紀伊半島〇大部分に其の棲息記錄なく，四國 • 九州等からもまだ正確に採 
集された事を聞かない0昭和10年に私は上京して，ナカムラオニグモは東京附 
近に最も普通な蜘蛛の一種である事を知り，この蜘蛛は本州の北半部に多く棲 
息す るものであると思 ひこ んでゐた所，それから.間もなく大阪平野の蜘蛛を調 
査せられた八木沼健夫氏の報吿 (1938) に依つて，同平野にも最も普通に本種 
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が棲息する事を知つて驚いたので 
あつた。私の鄕里は紀州の北部を 
流れる紀之川の北岸にあつて，さ 
して高くもない葛城山脈に依つて 
大阪府と境してゐるのであるが， 
只それだけの事で未だにナカムラ 
ォニグモが一 頭も採集されてゐな 
いのである。其の後私は髙鳥春雄 
氏採集の伊豆下田及び天城山の蜘 
蛛を數回にわたつて拜見したの亡 


あるが，遂に全回共この蜘蛛が一 
頭も採集されて來なかつた事を知 
るに及んで，俄然私は本種の分布 
南限線に興味を抱くに至つた〇伊 
豆半島の蜘蛛を調べたのはごの時が初めてじあるが.富士の裾野にこの蜘蛛の 
多い事は岸田久吉氏の著書（1928)等に依つて早くから承知してゐたからであ 


ナカムラオニゲモ（原圖） 


る0 

八木泊健夫氏に依れば.大阪平野に於けるナカムラォニグモの旣知分布南限 
は濱寺町附近であり.今又富士山麓に多いこの蜘蛛が伊豆半島に產しない事を 
知った私は，上記本!！の分市地を等溫線に依って調べてみたが，兩地方共大體 
年平均氣溫15。0線（又は一月5。0の等溫線）に沿つてゐる事を知つたのであ 
る。繭來私はこの兩線に沿った地方の蜘蛛分布に多大の關心を持ってゐたので 
あるが，共の後發表せられた八木沼氏の r 中國地方の蜘蛛相槪要」 （1938) 及 
び直接私が拜見した槌賀安平氏の「伊勢神宮々域の蜘蛛」（1938)にもナカム 
ラォニグモが全然姿を見せなかった 3 後者は年ギ均 15° C 線より以南に位置し 
てゐるので，蓋ろ此の蜘蛛の姿が見えない方が私にとつて望ましい事であつた 
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が.中國地方から一頭も採集されなかつた事に對しては聊か淋しい思ひをして 
ゐたので:ある。何となれば私は前!巳15 〇 0線を以て密かにナカムラォニグモ〇 
分布南線と豫测を下してゐたからである。，私は中國地方然も瀬戶內海沿岸に 
も必ずこの蜘蛛が棲息するであらうと信じてゐたのである。所がそれから間も 
なく，當時廣島縣忠海中學校に奉®^中の橫川孫左衞門氏より送られた同地方の 
檫本を拜見中，偶然にも立派なナカムラォニグモが2頭人つてゐるのを知つ 
て，私は思はず膝を敲いたのであつた0こ l に於て私はナカムラォニグモが年 
平均氣溫 15° C の等溫線まで分布するらしいといふ私の豫測に對 して ，一つの 
信念を得たやうな氣がした。そこで再び三重縣〇北部に此の蜘蛛が分布するか 
否かに就いて最大の興味を持つに至つたのであるが，これ又最近になつて槌賀 
安平民採集の標本に依つて，同縣津市（昨夏三重師範農園にて採集）にも本種 
が棲息する事を知るに至つたのである0紀州と大阪府は府縣を分ち，又低いと 
は云へ山脈を距て、ゐるのであるが，三重縣〇津市と宇治山田市とは全く同一 
の縣內にあり，然も地勢上から見て動物〇分布を遮るやうなものは何一つとし 
て無いにも拘らず，前地はナカムラォニグモを產し，後地は之を產しないと云 
ふ事は大いに注目に値すると思ふのである 0 
年平均氣溫1〇°〇線に沿つた奈良縣 • 愛知縣 • 靜岡縣西部の調査はまだ十分 
に行はれてゐないが，神奈; n 縣には此の蜘蛛が普通に產するやうであるし，千 
葉縣九十九里濱でも松本理三郞氏は多數採集して居られる0然るにこの線よ！） 
稍南に偏した伊豆大島 • 三宅島 • 紀伊半島南部 • 淡路島 • 四國 • 九州等に本種 
が棲息してゐない事は岸田 （1931)• 仲迁 （1936) • 松下 (1939) • 植村 
(1938,193 9) • 高橋 (1939) 諸氏等の報吿に依つても明らかである。又この 
線より以北の東京府 • 山梨縣 • 長野縣 • 北陸地方から奧羽忙かけては實に豐富 
に產する事は，これ文諸多の論文に依つて明示されてゐる〇只惜しむらくはま 
だ山陰地方から正確な採集記錄が發表されてゐないし藤田氏の「福井縣產蜘 
蛛目錄」にも本種〇名が登載されてゐない。然し廣島縣の忠海町附近に確かに 
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本種の分布する事を知り得たのは，私の所論に對する何よりの力强い證據とな 
るわけである〇 

以上の樣な理由で，私は こ v に 前記年平均15。0〇等溫線を以て+ 力み ラオ 
ニグ 乇の分布南限線と假定 し， これにナカムラ オ ニグ乇線と命名 しておく事に 






(m) 


する0勿論前記のやうに尙調査不十分な地方は多々あるし又動物の分布は幾 
多の環境に支配される外，他物に附着して偶然に移動する專もあり得るし，特 
に蜘蛛の場合は絲に乘つて飛行するといふやうな特別な移動も行はれ得るわけ 
であるから，今後この線に對して多少の例外は續出する事と思はれるが.先づ 
大體の見當は外れないであらうと思つてゐる。現に高島春雄氏に依つてあれだ 
け調査せられた伊豆下田に，其の間一頭も採集せられなかつたナカムラオニグ 
モが，突然咋年8月辻忠二郞氏に依つて發見せられてゐる。これは明らかに例 
外の筆頭となるものであるが，前!巳の楝な經過から察して，私は先づ下田では 
普通の狀態にナカムラオニグモを產もないと解釋する方がよいのではないかと 
思ふ。この蜘蛛の普通の產地と云へばどんな呑氣眼鏡にでも必ず入るだけ多數 
に樓息してゐるからである。もしもこの樣な棲息地が紀州•四國 • 九州等から 
發見されたならば，勿論このナカムラオニグモま泉〇生命は消失するわけである。 

上記のやうな次第で私はこ、に ナカムラ オニグモ線なるものを創設したので 
あるが，私の今までの淺薄な研 1 究を以てすれば，これは獨りナ カム ラオニグモ 
の分布南限線であるばかりでなく，本州に，まで分布する他の北方系の蜘珠も大 
體この線を以て南限とするやうに思はれるのである。此の方の詳細は號を改め 
て記述する算りである。 

私はこのナカムラオニグモ線を一人で假設して更に推考を重ねてゐた頃（昭 
和13年)，植物の方で小淸水卓二氏が日本に於けるハマオモト （ CW 而 m ) の分布 
北限線が上記の 15° C 又は年最低氣溫一 3.5° C の線に一致する事を認め就中 
一3.5 〇 0の線〇方がより適切であるとの理由で，これにハマオモト線 (Criimni 
Line ) と命名して發表*してゐられた事を最近になつて知つた。動物と植物と 
の差こそあれ，北方系のナカムラオニグモと南方系のハマオモトとが，殆ど同 
一の線に依つて相接してゐる事は，興味ある現象として大いにわが意を强うし 

* T. Koshimizu : On the a Criuum Line^ in the Flora of Japan. The Botanical 
Magazine Ypl. LII, No. 615 (1933) 
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た次第である。 

最後に文獻〇拜借を賜つた浪速博物學會の八木沼健夫氏に謹しんで感謝〇意 
を表する。（昭和巧年5月 K 日稿） 


モズの早賛になつた蜘蛛に就いて 

加 藤 正 世 

(東京市板橋區石神井公園） 


モズと云ふ小禽は秋から春にかけて里に現はれ，色々な小動物を木の枝等に 
剌して行くことはよく知られて居る習性であつて，昔から早贄或は草莖の名で 
親しまれて居るものである。この事に就いては靱山德太郞氏が昨年12月號の昆 
蟲界に67頁に亘る論文を發表されて居るから是非參考とせられ度い。 

筆者は石神井風致地區を中心として產する笮ゆる物(生物以外の資料も含む ， 
を極力集めて調査中であるが，早贽もその一部にしてある。その樣な關係で出 
來る限り發見に努力して居るが，蜘蛛の犧牲者は今年初めて發見することが出 
來たので，早贄としては未記錄でもあるので，記錄を兼ねて紹介すること、し 
た 0 Data は寫眞のラベルに見られる通りであるから略して置く。蜘蛛は成熟 
したスズキドクグモ Lycosa sp . の9で，背甲の左側に小枝が刺つて居る 0 
第2步脚は脫落したか或はモズの胃の腑に納まつたかして附いて居ない。發見 
當時は腹部の狀態から見て犧牲になつてから2日目位らしく,未だ生々して居 
るので，早速腹部を切り離して乾燥檩本の方法を講じて此處に示した樣な標本 
に製作した。從つて完全な早贄標本に出来て居る。 

f Lycosa suzukii Kishida として知られて居るが原記載が發表されて居ないので sp . 

として置く 0 





